




















分化したとする通説を批判し、五節舞は七世紀末の天武天皇による国家的儀礼整備に創設されたとされる女舞であること、②八世紀には阿倍内親王が聖武天皇や元正太上天皇の前 舞い、九世紀以降は伊勢神宮 儀式と朝廷の大嘗祭・新嘗祭のみで舞われる解斎舞であり天皇への感謝・服従・恭順 象徴する舞だったこと、③九世紀に大嘗祭と新嘗祭に舞うことが始まった五節舞姫 、天皇と「共寝」をしキサキとなる場合があったこと、④十世紀初頭醍醐天皇からは、 「舞おわりて家に帰り、 燕寝に預か 事無し」 （ 「意見十二箇条」 ）となり、 「キサキ撰進」 して 五節舞姫献上は終焉したこと
*2。拙稿の最後に平安時代の五節舞姫実態分析を行うこ


































は、皆叙位に預る。その後年々の新嘗祭の時の四人は、叙位に預るの例なし。これによりて大嘗会の時に至りて、権貴の家、競いてその女を進り、もてこの妓に充つ。尋常の年には、人皆辞遁して 神事を闕いつべし。 こに新制あり、諸公卿及び女御をして、輪転して進らしむ 費甚だ多くして
堪え任うること能わず（中略） 。伏して望まくは、良家の女子の嫁せざる者二人を択び置きて五節の妓とせん（後略
**） 。
五節舞姫は、大嘗祭は五人、新嘗祭は四人と決まっており、大嘗祭の舞姫は叙位されたことがうかがえる。三善清行が提唱した、二人の舞姫を選び舞姫専任にする案は取り入れられなかったが、貴族層にとって経済的に負担だった事 確認さ る。 また、 「新制」とは、寛平九年（八九七）の宇多天皇 譲位にあたって皇太子敦仁親王（後の醍醐天皇）に与えた訓誡書である「寛平御遺誡」の規定だとされている。　　
毎年五節舞人進出、彼の期日に迫り、経営尤も切なり。今、須く公卿の中二人を貢がしむべし。そ 子に非ずと雖も、必ず求め貢がしめよ。殿上一人、人を選び召せ。当代女御又一人貢げ。公卿・女御次いでにより貢げ。 （以下略
**）
公卿二人は、実の女子でなくても必ず貢ぐように、 「殿上」は一人、人を撰び召すように、さらに、女御も一人貢ぐように、とある。公卿については、 「寛平御時 舞姫公卿進るべき由、始めて宣下さる
**」とあり、この「寛平御遺誡」により公卿と女御による献上が
制度化されている。 「殿上一人」には、 「雖非女子」 文言はないので、実子による献上が規定されたと考えられる。　
公卿については、天暦元年（九四七）前後 村上天皇によって
勅撰された宮廷儀式書であ 『清涼記』 「五節 を献ずべき公卿〈或いは親王献ず〉但し后妃・女御・尚侍献ずべし」
**とあり、









































近衛少将藤原朝臣滋幹息女、太政大臣家の舞妓は故伊予介源朝臣相国息女、中納言実頼卿の舞妓は故信濃守源朝臣公家息女なり。 （以下略） （ 『本朝世紀』天慶元年十一月二十二日丑）
中宮藤原穏子、 太政大臣藤原忠平、 中納言藤原実頼の三人は身位 ・職位が明記されているが、殿上の献上者の具体的名前はなく、舞姫の出自のみが記されている。 は、前美濃権守平随時であり、そ 実子が舞姫だったと推察して間違いない。平随時は、仁明天皇の曾孫、本康親王孫であるも の、父雅望王は従四位下で没しており、天暦二年（九四八）正月、五十九歳で参議に任じられる中級貴族層である。天慶 年四月二十六日には蔵人頭になる。天皇近侍の殿上にふさわしい（以上『公卿補任』 ） 。殿上として実子を舞姫に た例である。③天慶五年（九四二）十一月
殿上舞姫、忽ち病み参らず、忠幹女なり。 （ 『江家次第』十一月五節御前試事）




任じられており（ 『尊卑分脈』 ） 、天延二年（九七四）には伊賀守をつとめているから、天皇側近受領であり、殿上として献上したのであろう。十月十四日には式を守り過差を禁じるよう仰せられている「献五節人々」に「景舒朝臣」とあるから、五位であった（ 『小右記』 ） 。間違いなく実子が舞姫である。ただ、景舒は国章男で、実資妻 母源惟正妻の兄弟、実資妻のオジにあたる人物である。しかし参議になっておらず、中下級貴族である。　
管見の限りでは、以上の四人が実子として舞姫になった女性で
ある。①参議源悦女子からは、十世紀の初期には、参議層でも実子を舞姫として献上 たことが確認される。拙稿で 藤原高子「貞観十一月二十日叙従五位下〈五節舞姫〉 」 （ 『古今和歌集目録』 ）から、清和天皇即位後の大嘗祭に舞姫だ た 推察したが、ほぼ間違いないと思われる。② 蔵人頭だったとき実子を舞姫 した随時は、後に参議に昇 から、十世紀前半は、参議に昇 クラスの貴族層でも女子が舞姫になることは さほど抵抗感がなかったものと思われる。しかし、②では、中納言や太政大臣 舞姫は、すでに実子ではなく、受領層の女子が献上されている。九世紀末には、 「車中の女、争 て天顔 み 或い 半身を出し 或いは路面を忘る」 （ 『紀家集』競狩記）と り 牛車に乗る階層 女性たちは路面を人前にさらすことは恥だとされていた
***。ゆえに、天



















初め周防守雅正女を点ず。而るに父頓死と曰く、よりて左大臣 （実頼） 忽ち責む。事俄により調うるこ 能わずと云々 （ 『江家次第』十一月五節帳台試、十一月十六日
***）





わし、 五節を奉るべき事を仰す 〈所労有り、 不参に依るなり〉 」 （ 『西宮記』十月五節定） 、とあり藤原師氏献上かあるいは他の公卿献上の舞姫と考えられる。根拠は、 「はじめ周防守雅正女を点じた。しかし、父が頓死したというので、実頼が責 たが、急なので舞姫を調習することができなかった」との文言である。雅正が献上者ならば、 「献上者の雅正が頓死したので、献上者を早急に交替させた」との文言になろう。公卿層の献上 舞姫であり、現存の受領層の女性が点じられた史料と考える。⑥永祚元年（九八九）十一月
戌終わり、五節を参らしむ。まず自らの車を遣わし、舞姫を迎え取らしむ〈中務少輔遠高女なり〉 （ 『小右記』永祚元年十一月十二日丑）






す。すなわち名簿を給う。名簿に従五位下良岑氏子と記す〈長徳四年十一月三日、宣旨により其の人 仰すと云々〉 」 （ 『権記』長徳四年十一月四日） 、さらに、 「舞師氏子日ごろ病悩す。よりて孫女を以て代官となす」 （ 『左経記』長元七年十一月十六日） 同一人物だと考えられるが
***、舞姫経験者から舞師が選ばれる詳細につ
いては、別稿で検討したい。⑦正暦四年（九九三）
舞姫は、相尹の馬頭のむすめ、染殿の式部卿宮の上の御おとうとの四の君の御腹、十二にて、いとをかしげなりき。 （ 『枕草子』宮 五節出だせたまう段、 日本古典文学全集『枕草子』小学館、以下同） 。
中宮藤原定子が献上した五節舞姫である。藤原相尹は、師輔孫、遠量男で、道隆・道長等の従兄弟にあた 母は、村上天皇皇子式部宮為平親王の妃の妹で、源高明四女 相尹は、同年正月二十三日、摂政道隆大饗で、左馬頭として内大臣道兼への請客使となっており 長徳二（九九六）年四月二十四日、伊周のことに関わり殿上間を削られている（以上『小右記』 ）ので 定子一族と密接な関係をもっていたことがうかがえる。父方曾祖父師輔、母方祖父源高明という名門に生まれな らも 父は正 位下どまりの受領層 なっている。定子妹原子淑景舎 東宮妃とし 入内した際、 「相尹の馬頭のむすめ少将」 （ 『枕草子』淑景舎、春宮にまひりたまふ段）がみえ、姉 推定され おり 下級貴族層の娘として、舞姫や女房になったのであろ 。⑧長保元年（九九九）十一月
余（実資）車を遣わし、舞姫を迎えしむ〈備前守相近女と称す者なり〉 （ 『小右記』長保元年十一月二十二日丑）
中納言実資が舞姫を献上した際、備前守相近女が五節舞姫になっている。十一月十六日に、 「五節舞姫宅、今日師を迎えしめ習わしむ」とあり、実資自身は、丑日の内裏参入まで舞姫に直接あっていないようであり、ゆえに「称す女なり」との文言になったのであろう。源相近は、光孝天皇孫源清平を祖父に 源是輔を父に持ち、備前守・淡路守等を歴任し、従四位下が極位の下級貴族層受領層である（ 『尊卑分脈』 ） 。寛和元年（九八五）四月三十日、実資女児の三夜の産養に「 朝臣銭三十貫を出す。任国に在り、而して預者に仰せ置くと云々」 （ 『小右記』 ）とあり、実資の家人的存在の受 。現存受領層の娘である。⑨長保五年（一〇〇 ）十一月
今夜舞姫参入、 相模守清重女、 母故信濃守陳忠女 （ 『権記』長保五年十一月十五日丑）
参議藤原行成の献上した舞姫である。行成は、長保三年八月に参議に任じられたが、長保四年は新嘗祭が中止になったために、この年の献上になっ 。清重は、系図等 も不明であるが（ 『平安人名辞典』 ） 、舞姫の母方祖父は、信濃守から帰京中 御坂峠から転落しても平茸を取ったことで著名な受領層
***。また、陳忠






右大臣実資六十九歳が献上した舞姫である。橘好任は、 「蔵人を補し定めらる〈雑色橘好任前司則光男〉 」 （ 『左経記』長和五年（一〇一六）正月八日）とあり、三条天皇の蔵人に任じられ、橘則光男となっている。同年正月二十九日、後一条天皇に受禅し三条上皇となっても院蔵人になっている（ 『小右記』 、なお 氏系図にはない） 。則光は清少納言の夫である 、好任は他の妻の子どもであろう。名＋朝臣であり、五位の下級貴族層である。父を亡くした下級貴族の娘が舞姫に成っている。　
なお、十一月二日には、 「故好任朝臣女、今夜家において著裳せ












（ 『尊卑分脈』 ）の受領層である。万寿元年（一〇二四）十二月十三日、実資女千古の着裳 際、千古の家人の一人に選ばれており、万寿四年三月五日、 「定雅朝臣を家司と為す」と実資 家司にも任じられている（ 『小右記』 ） 。下級貴族である家司の娘が舞姫に献上されている。　
以上八件、全部で十人の舞姫が、十世紀から十一世紀中頃まで




















では、藤原経子が寛治二年（一〇八八）十二月八日、 「従五位下藤原経子（中略）以上禁色衣装を着すを聴すべし」 （ 『朝野群載』巻五朝儀下）との記事と同名であるが、同人かどうか不明である。残念ながら、他の四人は、五節舞姫叙位記事のみで、女房勤めをしたのかどうかまったく不明であ
***。
⑬寛治元年（一〇八七）十二月
大嘗祭女叙位事有り（中略） 。従五位下（中略） 、高階遠子、藤和子、藤公子、源信子、藤姫子〈以上五節舞姫〉 （ 『本朝世紀』十二月八日）
堀河天皇即位の大嘗祭である。この年 右大臣源顕房、権中納言藤原伊房、参議藤原公定、美作守清長、備前守季綱の五人が献上している（ 『中右記』 ） 。五人の舞姫たちもその後の実態は不明である
***。
⑭康治元年（一一四二）十一月
従五位下（中略）藤原知子〈舞姫〉 、藤原賢子〈同〉 、同家子〈同〉 、同仙子〈同〉 （ 『本朝世紀』康治元年十一月二十六日）






昨年六条天皇が即位しており、その大嘗祭である。十三日丑、 「五節参るなり。舞姫献ずる人々、右衛門督重盛卿、参議成頼卿、参議親範朝臣、美作守宗盛朝臣、武蔵守知盛」 （ 『兵範記』 ）の五名が献上している。叙爵された五人の女性たちも不明である。⑱仁安三年（一一六八）十二月
大嘗会女叙位なり（中略）藤原成 〈舞姫〉 、平久 同〉 、源保子〈同〉 、 藤原季子〈同〉 （ 『兵範記』仁安三年十二月四日）
二月十九日受禅、 月二十六日即位式をあげた高倉天皇 大嘗祭の五節は、十一月二十日丑、五節参上・帳台試、二十一日寅 御前試、二十二日卯、童御覧、二十 日午、五節舞の次第で行われた。十月十五日、 「殿下御直廬において五節定有り。頭中将執筆。権大納言成親 右衛門督時忠、左大弁雅頼、能登守平通盛朝臣、武蔵守同知盛」 （ 『兵範記』 ）と五人が決定された。しかし 武蔵守同知盛が尾張守保盛に変わっている。五節舞たちの叙位にあたって、平信範は、次のように記している。









父子の間、逆鱗の至り、五ケ重職を解かれおわんぬ。五節参入、並びに御覧の儀、奉行職事数度御教書を遣わすに、一切承引せず、 毎度対捍す（中略） 。奉公の間は 自他をあ 存じ、なお跼蹐すべきものなり。 （ 『兵範記』 ）
頼盛と保盛父子への後白河院の怒りは相当なもので、右衛門尉・左兵衛尉・右兵衛尉・右馬允の武官の職を解かれている
***。その逆









この度舞姫、 前周防権守信雅女〈信雅、 故顕雅卿子なり〉 （ 『台記』久安二年十一月十四日）
この年は頼長が五節舞姫を献上したが、頼長の舞姫である。信雅父顕雅は、六條右府源顕房男で、権大納言にまで昇っているが、信雅は、従五位上陸奥守等の受領層である。頼長男師 は、 「今日
左府若君〈十二、信雅朝臣女腹、女院宮仕督殿なり〉 」 （ 『兵範記』久安五年十月十六日）とあり、信雅女は、高陽院泰子女房の督殿で、師長の母となっている。師長が久寿元年（一一五四）十一月十二日 権中納言に昇任した翌日には、 「高陽院に詣る〈余女房此の院に在り、同じく申す〉 」 （ 『台記』 ） 、 「母堂御許」 （ 『兵範記』 ）に慶賀申に訪れている。ツマの妹を舞姫に献上したのである。⑯久寿元年（一一五四）十一月
子刻舞姫〈忠基卿女〉以下参内（ 『台記』久寿元年十一月十六日）






















藤原滋包は藤原真道孫、陸奥守連並息で、兄弟に陸奥守忠国がおり、本人も陸奥介とある（ 『尊卑分脈』 ） 。従兄弟に当たる佐忠息時明は、正暦元年（九九〇）和泉守在任中五節舞姫を献上しており（ 『小右記』正暦元年 月十四日） 、長保二年（一〇〇〇）四月九日、 「頼任元の名公信、勧学院学頭なり。故勘解由長官佐忠孫、而して故山城守時明朝臣男なり」 （ 『権記』 ） とあり亡くなっている。





実方は、祖父は忠平男師尹、父定時は従五位上侍従で終わっているので早世したのだと推察され（ 『尊卑分脈』 ） 、叔父済時の養子となっている。長徳元年（九九五）正月陸奥守に任じ、九月二十九日罷申を行い下向し、 長徳四年十二月卒した （ 『大日本史料』第二編之三
***） 。 「をなじところの」とは、小一条殿女御済時女娍子

















紫式部の同僚女房評であるが、なかなか評価が高い。平中納言惟仲が養女にしている女性と 。一条天皇中宮藤原彰子が敦成親王出産の後、寛弘五年（一〇〇八）九月十六日夜、 「若き人は舟にのりてあそぶ」中に「 節弁」が見える。五節舞姫経験者ゆえに「五節」が、 「弁」は養父の官職にちなむ候名であろう
***。平惟仲は
永延元年（九八七）七月右少弁に任じ、正暦三年（九九二）八月右大弁兼任で参議になり、長徳二年（九九六）七月権中納言に任じられたとき左大弁を去っている（ 『公卿補任』 ） 。惟仲は正暦元年に近江守で、長徳四年に中納言で 五節舞姫を献上してい
る
***。






した場面である。なお、教通妻は、翌正月六日に亡くなる。五節の君は、三河守方隆女とあるが、冨岡甲本では「つのかみまさただがむすめ」とあり、方隆は三河守の経験もなく「長徳四 ・ 七卒」（ 『尊卑分脈』 ）等から、方隆の兄方正であろうとされてい
る
***。方
正は道長の家司であり（ 『小右記』寛仁二年十月二十二日） 、娘が教通男の乳母となるのも道理 ろう。衛門大夫致方は、母が三条天皇皇后娍子乳母 式部の宣旨で 長元三年（一〇三〇）六月二十三日武蔵守で平忠常追討のための国解を出しており、受領層である。五節舞姫となり、その後平致方 妻となり子どもを出産し、教通息の乳母として女房勤めを のであろう その後、中宮妍子所生の三 女禎 内親王の乳母 な 妍子崩後に歌を二首詠んでいる（ 『栄花物語』巻第二十九
　
たまのかざり） 。







































































場合」 （ 『埼玉学園大学紀要』人間学部篇五、 五*24　
服藤早苗「平安王朝社会の成女式」前掲論文。
*25　
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